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赤石会長挨拶

平
成
二
十
八
年
度�

（
第
六
十
七
事
業
年
度
）

青
森
県
漁
連
通
常
総
会
開
催

　
去
る
、
六
月
二
十
日
、
青
森
県
水
産
ビ
ル
七
階
大
会
議
室

に
お
い
て
、
青
森
県
漁
連
平
成
二
十
八
年
度
（
第
六
十
七
事

業
年
度
）
通
常
総
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
七
年
度
決
算
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
に
関
す
る
件
な
ど
六
議
案
が
審

議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
赤
石
会
長
が
次
の
通
り
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

四
月
十
四
日
か
ら
立
て
続
け
に
発
生
し
た
「
熊
本
地
震
」

で
は
、
農
林
水
産
関
係
で
一
，
三
〇
〇
億
円
を
超
え
る
被
害

と
な
り
、
水
産
関
係
で
は
土
砂
流
入
に
よ
る
ア
サ
リ
の
大
量

へ
い
死
や
ノ
リ
加
工
施
設
の
損
壊
等
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
全
漁
連
で
は
「
熊
本
地

震
支
援
募
金
口
」
を
開
設
し
、
各
県
域
の
漁
連
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
団
体
及
び
中
央
団
体
等
に
支
援
を
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
第
一
次
と
し
て

三
，
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
る
支
援
金
が
集
ま
り
、
現
地
の
熊

本
漁
連
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
二
次
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
経
対
本
部
が
本

県
の
窓
口
と
な
り
、
各
漁
協
並
び
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
支

援
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
で
は
昨
年
十
一
月
五
日
に
発
生
し
た
八
戸
市

の
蕪
嶋
神
社
火
災
に
よ
る
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
に

残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
蕪
嶋
神
社
は
今
年
で
創

建
七
二
〇
年
を
迎
え
、
先
の
東
日
本
大
震
災
で
も
倒
れ
ず
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
日
も
早
い
再

建
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
の
受
付
窓
口
に
は
「
熊
本
地
震
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
支
援

募
金
」
並
び
に
「
八
戸
市
蕪
嶋
神
社
再
建
支
援
金
」
の
募
金

箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
を

頂
き
、
支
援
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
水
産
業
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
事
業
と
し
て
「
水
産
業
競
争

力
強
化
緊
急
事
業
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
、
本
会
と
致
し
ま

し
て
も
積
極
的
に
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
需
要
に
対
応
で
き
る
だ
け
の

予
算
措
置
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
大
型
予
算
確
保
を

含
め
、
事
業
の
大
幅
な
拡
充
を
国
に
対
し
、
強
く
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
日
の
通
常
総
会
終
了
後
に
緊
急
の
組

合
長
会
議
を
開
催
し
、
事
業
の
大
幅
拡
充
等
を
求
め
る
特
別

決
議
を
採
択
頂
き
、
本
県
Ｊ
Ｆ
の
総
意
と
し
て
国
に
働
き
か

け
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の

ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
の
漁
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
太
平
洋
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
資
源
管
理
問
題
や
ス
ル
メ
イ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
本

県
主
要
魚
種
の
漁
獲
不
振
と
魚
価
の
低
迷
等
、
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
た
て
部
門
に
お
い
て
は
、
近
年
の
高

水
温
被
害
を
乗
り
越
え
、
高
値
で
推
移
も
し
た
こ
と
か
ら
、

取
扱
高
が
一
七
〇
億
円
を
超
え
て
本
会
取
扱
高
で
は
歴
代
最

高
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
全
体
で
の
総
取
扱
高
で
は
、
計
画
を
六
二
億
円
上

回
る
三
九
〇
億
円
の
実
績
と
な
り
、
当
期
剰
余
金
で
は

四
，
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
員
各
位
に
対
し
ま
し
て
は
、
業
務
部
門
に
お
け

る
奨
励
金
及
び
施
設
助
成
金
等
で
約
五
，
三
七
〇
万
円
を
お

支
払
い
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
各
事
業
に
お
い
て
効
率
的
・
合
理
的
な
運
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営
を
心
が
け
、
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
こ
と
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
会
員
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
と
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
新
年
度
に
お
い
て
も
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
本
県
漁
業
・
水
産
業
の
安
定

と
発
展
に
寄
与
す
べ
く
業
務
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
で
、
特

段
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
総
会
に
上
程
の
全
議
案
に
つ
い
て
、
慎
重
な
る
ご
審
議

を
頂
き
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
平
成
二
十
八
年
度
の
浜
の
好
漁
と
、
海
上
安
全
、
そ

し
て
救
命
胴
衣
一
〇
〇
％
の
着
用
、
併
せ
て
本
日
ご
参
会
の

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
私
か
ら
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
三
村
申
吾
青
森
県
知
事
よ

り
祝
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
、
西
山
里
一 

白
糠
漁
協
組
合
長
を

議
長
に
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
第
一
号
議
案
の
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
及
び
剰
余
金
処
分
案

に
関
す
る
件
を
始
め
と
す
る
六
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
な

わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
た
。

会員組合長

西山里一議長 三村申吾青森県知事祝辞

〔平成28年度事業計画〕
基　本　方　針
　内閣府が発表した平成28年度の我が国経済の見通しによると、「一億総活躍社会の実現に向けて緊急に実施すべき対策」
などの推進等により、雇用・所得環境が引き続き改善し、経済の好循環が更に進展するとともに、交易条件が緩やかに改善
する中で、堅調な民需に支えられた景気回復が見込まれるとされております。
　このような見通しの中、本県漁業を取り巻く環境は未だ厳しく、漁獲・魚価・消費の低迷、後継者不足、漁業用資材の高騰など、
厳しい経営環境が続くものと思われます。
　この状況を打開するため、国が創設したTPP関連対策である水産業競争力強化対策事業について、「漁船リース緊急事業」
「機器等導入緊急対策事業」「効率的な操業体制の確立支援事業」等、浜の活力再生に向けた事業の有効活用を図るため、広域
浜プランの策定指導等に早急に取り組んで参ります。また、各浜が策定した「浜の活力再生プラン」の実践に向けた取り組
みに協力し、広域な漁村地域における浜の機能再生や中核的担い手漁業者の育成等を通じて水産業の競争力強化や構造改革
を推進して参ります。
　本県漁協においては、小規模漁協が多く、依然として経営が極めて厳しい状況にあり、経営の健全化と機能強化に重点を
おいた組織再編への取組みが急務となっております。このため、各４地区の協議会を開催し、漁協再編及び基盤強化に努め
漁協合併に向けた取り組みを一層加速させて参ります。
　また、近年組織的で巧妙となった密漁に対して、県・警察・海上保安部との連携による、官民一体となった密漁監視・連
絡体制を早急に確立し、密漁防止と漁業秩序の維持及び資源保護に努めます。
　そのほか、関係機関と連携し、本県産魚介類の消費拡大やブランド化を目指した取り組みを展開し、産地価格の向上を図っ
て参ります。
　以上を基本方針とし、本年は下記事項を重点的に推進して参ります。

記
＜重点推進事項＞
　１．水産資源の管理・確立を図るための諸対策
　２．漁協の経営基盤の強化並びに漁業金融の推進
　３．漁家・漁協経営の安定・向上と漁業共済加入促進
　４．水産物の価格向上及び付加価値向上
　５．漁業用石油類及び資材類の安定供給
　６．各種漁業の生産基盤強化及び増養殖事業の推進
　７．水産物及び水産製品の消費拡大
　８．水産物の衛生管理
　９．漁業環境保全
　10．その他漁業者及び漁協の経営に資する事項並びに漁業振興に資する事項
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組合長会議開催　特別決議（案）採択

わが国水産業の構造改革推進にかかる政策の
大幅拡充を求める特別決議（案）

　我々漁業者は、地域が連携して水産業の競争力強化を図るため、Ｊ
Ｆグループの総力を挙げて、「浜の活力再生広域プラン」等の実践に
取り組んでいる。

　この実践により、浜の構造改革を成し遂げ、将来にわたる水産食
料の安定供給体制を確立していかなければならない。

　しかしながら、構造改革の取り組みは、一朝一夕で成し遂げられ
るものではなく、その実現のためには、漁業者の血のにじむような
努力と、国の強力な支援が不可欠である。

　ついては、27年度補正予算において基金化により措置された「水
産業競争力強化緊急事業」の大型予算の確保を含め、事業の大幅拡
充が図られるよう、ＪＦグループの総意として国に強く求める。

　以上、決議する。

　平成28年６月20日（月）

青森県漁業協同組合連合会　組合長会議

　わが国水産業における構造改革の推進につきましては、浜プラン・広域浜プランのもと、「水

産業競争力強化緊急事業（漁船リース事業、機器等導入事業等）」の活用をはじめ取組が全国的

に進められているところでありますが、これら構造改革の取組を成し遂げていくためには、今後、

大型予算の確保を含め、事業の大幅拡充が不可欠であります。しかしながら、消費税増税の先

送りが表明されるなど、大型予算の獲得にとって厳しい展開が予想されることから、ＪＦグルー

プが一丸となって、更なる強力な運動展開が必要となります。よって、本県においても強力な

運動を展開すべく通常総会終了後、組合長会議を開催し、「わが国水産業の構造改革推進にかか

る政策の大幅拡充を求める特別決議（案）」を提案し、満場の拍手をもって採択されました。



あおもり漁連

4

「漁船リース事業並びに広域浜プラン策定に係る説明会開催」
及び「政策の大幅拡充に対する要請活動実施」

漁船リース事業並びに広域浜プラン策定にかかる説明会開催
　去る５月12日、青森県水産ビルにおいて、青森県・青森県漁連・青森県漁業経営安定対策本部
主催の「水産業競争力強化漁船導入支援事業並びに広域浜プラン策定に係る説明会」が開催さ
れ、漁協組合長及び筆頭職員、県及び市町村、水産関係団体担当者、約130名が出席しました。
　冒頭、水産庁 内海課長補佐が、「浜の活力再生プラン」策定による所得・経営力の向上に続
き、本日の事業説明会では、広域漁村地域の連携による地域全体の活性化に向けた「浜の活力再
生広域プラン」並びに、競争力強化により所得向上を目指す「漁船リース事業」について説明が
ありますので、しっかり有効活用していただきたいと挨拶を述べました。
　事業説明では、水産庁 内海課長補佐 並びに、全漁連浜再生推進部 高浜部長が 
　（１）水産業競争力強化漁船導入支援事業について
　（２）広域浜プラン策定について　　
について説明されました。

政策の大幅拡充に対する要請活動実施
　昨年度、大筋合意したTPP対策として、昨年度の補正予算により「水産業競争力強化緊急事
業」が措置され、浜の担い手リース緊急事業・競争力強化機器導入緊急対策事業等が実現した。
　これら事業に対する浜の期待は大きく、事業活用による競争力強化・浜の活性化・構造改革に
対する漁業者の意欲が高まっており、当該事業への応募が殺到した事から、各県域において予算
が足りない状況になっている。
　去る、６月20日開催された、県漁連組合長会議並びに青
森県漁業経営安定対策本部通常総会において、事業予算の
大幅拡充にかかる要請について特別決議がなされ、下記の
日程で要請活動を実施しました。
〈実施日・要請先〉
６月23日　茂木　敏充　衆議院議員
６月29日　三村　申吾　県知事
７月４日　森山　　裕　農林水産大臣
７月５日　佐藤　一雄　水産庁長官
　 〃 　　長谷　成人　水産庁次官
　 〃 　　県選出国会議員

茂木衆議院議員へ要請

大島衆議院議長へ要請
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神経締め講習会開催
　５月11日、深浦町北金ヶ沢会館で、北日本神経

〆師会の塩谷会長を講師としてお招きし、神経締

め講習会を開催した。講習には深浦から三厩まで

の漁協職員や組合員ら約70名が参加し、神経締め

の基本技術や高値が付く理由などを学んだ。

　神経締めは鮮魚の頸椎を手早く切断し放血さ

せ、頭部の眉間中央へ T スパイクを差し込んだ後、

ワイヤーを挿入することで脳と脊髄を破壊し、食

味を損なう要因であるストレスを大幅に減らして

魚の鮮度を長く保たせる技法で、こうして処理した魚を熟成によりうま味を最大限に引き出す

ことで、鮮魚の付加価値を高める。

　関東や関西などの大消費地から遠く輸送のハンディを負う本県にとって、神経締めが有望な

手法であるなど、基礎的なことを漁協職員や組合員らに理解してもらうため、プロジェクター

等を使用しながら、塩谷会長と桶田副会長が詳しく講演した。

　塩谷会長は、出荷時の鮮度や見栄えも大事だが、それに加え消費者の所に着いた時に鮮度が

良く、「おいしい」と喜んでもらえる魚がいい魚と説明。魚が暴れたり苦しんだりして、うま味

成分イノシン酸の基となる ATP（アデノシン三リン酸）が急減するのを防ぐのが神経締めを行

う意義であることや、正しい神経締めの基本手順などを資料に基づき説明した。

　参加者からは、「神経締めを行った魚は何日持つのか」・「今後実技の講演予定はあるのか」な

どの、多くの質問や要望が上がり、関心の高さをうかがわせた講習会であった。

講演する塩谷会長（北日本神経〆師会）

参加した深浦～三厩の漁協職員・組合員
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平
成
二
十
八
年
度
　

販
売
担
当
者
会
議
　
開
催

県漁連並びに組合職員（下北地区）県漁連並びに組合職員（下北地区）

挨拶する小出専務（西北地区）

県漁連並びに各組合職員（西北地区）

　
六
月
十
五
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
山
海
荘
に
て
【
西

北
地
区
販
売
担
当
者
会
議
】、
七
月
四
日
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

む
つ
に
て
【
下
北
地
区
販
売
担
当
者
会
議
】
が
開
催
さ
れ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
小
出
専
務
が
挨
拶
し
、
マ
グ
ロ
漁
獲

制
限
の
事
項
や
、
漁
獲
数
量
の
減
少
等
に
伴
い
漁
協
経
営
が

厳
し
い
現
状
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
本
会
と
し
て
も
経
対
協

と
共
に
漁
協
の
再
編
や
、
国
の
漁
船
リ
ー
ス
事
業
を
進
め
て

い
き
、
漁
協
の
為
に
な
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
行
き
た
い
と

述
べ
た
。

　
一
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
共
販
推
進
会
議
で
は
、
魚

価
の
低
迷
や
漁
獲
量
減
少
な
ど
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
て
い
る
が
、
本
会
議
で
は
鮮
魚
の
規
格
統
一
と
市

場
休
日
に
つ
い
て
の
二
案
件
に
絞
り
議
論
さ
れ
た
。

　
会
議
で
は
、
一
昨
年
か
ら
業
者
の
要
望
で
あ
る
鮮
魚
規
格

の
統
一
を
す
る
為
、
漁
連
の
規
格
を
基
に
各
漁
協
で
設
け
て

い
る
規
格
を
市
場
の
現
状
等
に
合
わ
せ
改
定
し
て
行
く
た
め

に
、
漁
協
の
販
売
担
当
者
か
ら
意
見
を
聞
き
取
り
し
、
ど
の

よ
う
に
統
一
を
進
め
て
行
く
べ
き
か
な
ど
、
県
漁
連
・
組
合

で
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
又
、
卸
売
市
場
の
休
み
に

伴
い
、
現
場
の
休
日
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
し
た
。

　
今
後
開
催
さ
れ
る
買
受
業
者
を
交
え
た
共
販
推
進
会
議
に

て
、
販
売
担
当
者
会
議
で
の
結
果
を
報
告
・
議
論
し
、
市
場

業
務
へ
繁
栄
さ
せ
て
行
く
。
下
北
地
区
は
八
月
末
、
西
北
地

区
は
九
月
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
予
定
で
あ
る
。

【
西
北
地
区
販
売
担
当
者
会
議
】

　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
三
時

　
　
　
　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
山
海
荘「
風
の
間
」

　【下
北
地
区
販
売
担
当
者
会
議
】

　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
七
月
四
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
三
時

　
　
　
　
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ
「
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
」
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平成28年度　海難防止技術競技会日本海・陸奥湾大会
　平成28年７月30日（土）青森市久栗坂漁港において、平成28年度『海難防止技術競技会日本海・陸奥湾大
会』が開催され、県内５箇所の救難所員と漁協関係者、約300名が参加のもと、人命救助に係る海難技術
競技及び水難訓練を実施した。
～主催挨拶～
　最初に主催者を代表し、赤石憲二会長（JF 青森漁連会長）が『本会では、海
難事故の防止と人命救助を大きな柱として、これまで数々の啓発運動を関係機
関と連携しながら展開してきたが、依然として海難事故は後を絶ちません。
　救命胴衣着用は、自らの命を守るだけではなく大切な家族や仲間のためであ
り、また人命はこの世で最も尊いものであることから、海難事故現場に真っ先
に駆けつける救難所員の大切さは言うまでもありません。その現場では救難所
員の的確な判断と迅速な行動が不可欠となります。そのため、救難活動の技術
向上と救難所員の救難意識を高めるため、日本海・陸奥湾大会を開催し、海難事故撲滅に努めたい』と挨
拶をした。
　次に、来賓として吉田青森県水産局長、前川青森海上保安部長、鹿内青森市長が祝辞を述べた。
～海難防止安全宣言～

〔平内町漁業研究連合会 会長 船橋 智〕
　常日頃より自分の命は自分で守るという強い意志をもち行動する必要があ
る。我々は本日の大会を機に更なる安全操業の徹底と救命胴衣の常時着用を心
がけ、海難事故ゼロを目指し努力する、と宣言した。

〔新深浦町漁協大戸瀬漁協女性部 部長 伊藤 満由美〕
　浜の女性として、妻として、母親として子々孫々の為に恵みの海を守り、安
全操業に努め、漁業の火を絶やすことがないよう、救命胴衣の常時着用と着用
率100％を目指し、強く呼び掛ける、と宣言した。
～海難技術競技会～
　救難所の技術向上を目指す為の海難技術競技会に、日本海地区から新深浦町救難所、陸奥湾地区から竜
飛救難所・三厩救難所・平内救難所・横浜救難所、総勢150名が整列競技・心肺蘇生法競技・火災船消火競技・
ゴムボート操法競技の４競技について技術を競い合った。
①救難所員整列競技
　各救難所から所長以下５名が参加し、救難所員としての基本動作が機敏で正確に行われているかを競い
合う競技。
②心肺蘇生法競技
　各救難所から３名が参加し、基本動作に加え心肺蘇生の手順・胸部圧迫・呼吸法が正確に行われている
かを競い合う競技。
③火災船消火競技
　各救難所から所長以下５名が参加し、基本動作に加え消火作業が正確に行われているかを競い合う競技。
④ゴムボート操法競技
　各救難所から５名が参加し、所員の統制とタイムの速さを競い合う競技。

挨拶する赤石会長

平内町漁業連合研究会　船橋会長

新深浦町漁協大戸瀬漁協女性部　伊藤部長

整列競技風景 心肺蘇生法競技風景
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～防災機関海難救助訓練～
①落水者救助訓練
　訓練では、青森市漁協久栗坂支所所属船が航行中に、乗組員が体調不良により突然意識を失い海中転落
し行方不明となっているという想定で行った。訓練は、青森市救難所、青森消防本部、青森海上保安部が
合同で行い、対策本部からの指示に従い青森消防本部水難救助隊が落水者の捜索・救助訓練を行った。

②傷病者救助訓練
　訓練は、青森市漁協久栗坂支所沖合にて、１名乗りの手漕ぎゴムボートから
何等かの理由により海中転落した。転落者は救命胴衣を着用しているものの、
意識が無いかモウロウとしているという想定で行った。訓練は、青森海上保安
部、青森消防本部、青森県防災航空隊が合同で行い、青森消防本部より要請を
受けた県防災ヘリコプター「しらかみ」が海面を漂流している要救助者を発見・
救助し、心肺停止状態であったため心肺蘇生等の措置を実施するとともに、医
療機関へ搬送を行った。
～決意表明～
　本大会を通して救難所を代表し、小泊救難所 成田氏が「我々海と生活を共
にする救難所員は海難事故の無い平和な海を祈り、日々の訓練により救難技術
向上に努めている。
　しかし、一瞬の気の緩みや過信により海難事故は発生する。取り返しのつか
ない悲劇を防ぐためにも、操業時には最善の注意を払い、常日頃から事故未然
防止に対する心掛けと救命胴衣の着用を徹底し、自分の身は自分で守ることが
必要。
　本大会の目的である救難所の活性化と海難事故に対する意識を高め、犠牲者
を出さないよう、この運動を継続し海難事故撲滅に努める」と決意表明した。
～講　評～
　最後に、八戸海上保安部 高橋警備救難課長が本日の海難技術競技及び合同
訓練について、「本日の大会は、日頃の海難技術訓練の成果が遺憾なく発揮され、
非常に統制がとれていた。
　今後、尊い人命と貴重な財産
を失わないためにも、今まで以
上に海難防止に対する意識の高
揚と啓発が必要である。また、
このような運動は継続すること
が海難事故撲滅に繋がるもので
ある。」と講評を述べた。

総合１位　新深浦町救難所

総合２位　横浜救難所　　

総合３位　竜飛救難所　　

技術競技結果

小泊救難所　成田氏　

講評する八戸海保　高橋警備救難課長

ボート操法競技風景

傷病者救助訓練

消火競技風景

落水者救助訓練

第１位の新深浦町救難所
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主催者代表として挨拶をする熊木参事平内町海岸における海洋実地訓練

深水プールにて講習を受ける受講者

実技講習を終えた受講者と講師

　

去
る
七
月
二
十
二
日
（
金
）、
青
森
県
総
合
運
動
公
園
内

深
水
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
青
森
県
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会

主
催
に
よ
る
「
国
家
潜
水
士
資
格
免
許
取
得
に
係
る
講
習
会
」

が
、
協
会
員
他
十
九
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　

現
在
、
本
県
沿
岸
の
藻
場
は
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
減
少

の
一
途
を
辿
り
、
本
来
の
役
割
を
果
た
す
事
が
困
難
な
状
況

に
陥
っ
て
い
る
事
か
ら
、
若
手
漁
業
者
育
成
の
一
環
と
し
て
、

公
益
財
団
法
人
む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興
財
団
の
事
業

を
活
用
し
、
漁
業
者
自
ら
が
前
浜
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

藻
場
造
成
に
よ
る
資
源
の
回
復
と
、
自
営
事
業
参
画
に
よ
る

漁
協
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

開
講
式
で
は
県
漁
連
熊
木
参
事
が
主
催
者
代
表
と
し
て
、

「
近
年
の
漁
業
を
取
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
く
、
ま
た
県
内

各
漁
協
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。
潜
水
士
資
格
免

許
の
取
得
に
よ
っ
て
、
漁
協
の
自
営
事
業
へ
の
参
画
、
次
代

を
担
う
若
手
漁
業
者
の
育
成
と
い
う
明
確
な
目
標
を
持
ち
、

三
日
間
取
組
ん
で
欲
し
い
。」
と
挨
拶
を
述
べ
た
後
、（
株
）

マ
ッ
ク
の
今
代
表
取
締
役
が
講
師
と
な
り
、
プ
ー
ル
で
の
訓

練
が
行
わ
れ
た
。

　

講
習
は
二
十
四
日
（
日
）
ま
で
の
三
日
間
行
わ
れ
、
初

青
森
県
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会

「
平
成
二
十
八
年
度
漁
業
者
育
成
事
業
」

日
は
ス
ー
ツ
の
着
用
方
法
や
耳
抜
き
等
基
本
的
な
訓
練
、

二
十
三
日
（
土
）
は
器
材
を
装
備
し
て
の
実
践
的
訓
練
が
行

わ
れ
、
最
終
日
は
平
内
町
稲
生
地
区
海
岸
に
移
動
し
、
実
際

の
海
洋
で
の
潜
水
、
浮
上
等
の
海
洋
実
地
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
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青
森
ホ
タ
テ
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
の
た
め
、
青
森
県
漁
連

と
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
は
、
平
成
十
年
度
に
六
月
十
八
日

を
「
ホ
タ
テ
の
日
」
と
制
定
し
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
平
成

十
一
年
度
か
ら
毎
年
記
念
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
青
森
県
ほ
た
て
流
通
振
興
協
会
、
ほ
た
て
広
場

運
営
協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
六
月
十
九
日
（
日
）
に
平

内
町
の
「
ほ
た
て
広
場
」
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
三
津
谷
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
長
が
「
ホ
タ

テ
の
日
は
、
平
成
十
年
に
制
定
、
翌
十
一
年
に
最
初
の
記
念

行
事
を
行
っ
て
か
ら
、
今
年
で
十
八
年
に
な
り
ま
し
た
。
陸

奥
湾
の
ホ
タ
テ
漁
業
は
、
平
成
二
十
二
年
の
夏
の
異
常
高
水

温
に
よ
り
、
過
去
最
大
の
被
害
を
受
け
、
そ
れ
か
ら
五
年
か

か
っ
て
昨
年
よ
う
や
く
復
活
す
る
こ
と
が
出
来
、
本
年
は
昨

年
以
上
に
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
本
日
は
そ
の
復
活
の
お

祝
い
と
、
日
頃
か
ら
陸
奥
湾
産
ホ
タ
テ
を
ご
愛
用
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
ご
来
場
の
皆
様

に
ボ
イ
ル
ホ
タ
テ
の
無
料
配
布
や
ホ
タ
テ
貝
焼
き
試
食
、
ホ

タ
テ
製
品
の
格
安
販
売
を
い
た
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。」
と
挨
拶
を
述
べ
、
船
橋
平
内
町
長
並
び
に

吉
田
県
水
産
局
長
（
對
馬
水
産
振
興
課
長
代
読
）
祝
辞
に
続

き
、
秋
田
県
湯
沢
市
の
小
町
娘
が
和
歌
を
披
露
し
た
。

　

続
い
て
、
ス
テ
ー
ジ
横
の
テ
ン
ト
に
お
い
て
、
来
場
者
先

着
五
〇
〇
名
に
ベ
ビ
ー
ホ
タ
テ
と
、
記
念
の
ウ
チ
ワ
が
無
料

で
配
ら
れ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、ス
コ
ッ
プ
三
味
線
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
ゲ
ー

ム
大
会
、
り
ん
ご
娘
に
よ
る
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
他
、

イ
ベ
ン
ト
は
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ほ
た
て
広
場
と
交
流
の
あ
る
秋
田
県
湯
沢
市
の
道

の
駅
雄
勝
「
小
町
の
郷
」
か
ら
、
支
配
人
外
が
来
青
し
、
名

産
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」「
稲
庭
う
ど
ん
」
等
の
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売
も
行
い
、

多
数
の
来
場
者
が
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入
さ
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て
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た
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ま
た
、広
場
正
面
横
で
は
、ほ
た
て
貝
焼
の
無
料
試
食
コ
ー

ナ
ー
が
大
人
気
で
、
ほ
た
て
広
場
入
口
よ
り
道
路
側
ま
で
長

蛇
の
列
が
出
来
、
終
始
列
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
く
、
用
意

さ
れ
た
一
，〇
〇
〇
名
分
以
上
の
ほ
た
て
貝
の
全
て
を
提
供

し
て
終
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度

　
　「
ホ
タ
テ
の
日
」記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

三津谷むつ振会長挨拶

ベビーホタテ無料配布

ステージショー

ほたて貝焼き試食
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水産に関する主な動き（１月～７月）
１月 事　　　　項 場　所
6日（水） 仕事始め 青　森　市
15日（木） セーフティネット事業説明会 東　京　都
26日（火） 全国漁連（県漁協）・信漁連専務参事会議 東　京　都
27日（水） 青森県漁村青壮年女性団体活動実績発表大会 青　森　市
28日（木） 全国漁連（県漁協）・信漁連会長・漁済組合長合同会議 東　京　都

２月 事　　　　項 場　所
5日（金） 東日本産地魚市場協会　通常総会 青　森　市
9日（火）～10日（水）本会監事会、監査会 青　森　市
16日（火） 漁協組織再編に関する地区別協議会（むつ湾地区） 青　森　市
19日（金） 青森県定置漁業協会　通常総会 青　森　市
22日（月） 漁協組織再編に関する地区別協議会（西北地区） 青　森　市
23日（火） 漁協組織再編に関する地区別協議会（下北地区） む　つ　市
24日（水） 漁協組織再編に関する地区別協議会（三八地区） 八　戸　市

３月 事　　　　項 場　所
1日（火） 全国青年・女性漁業者交流大会 東　京　都
3日（木） TPP関連・平成27年度補正予算に関する説明会 青　森　市
4日（金） 青森県漁協青年部連絡協議会　通常総会 青　森　市
4日（金） ほたて販売担当者会議 青　森　市
8日（火） ホタテガイ販売懇談会 青　森　市
9日（水） 全国漁連（県漁協）・信漁連会長会議 東　京　都
14日（月） JFグループ購買全体会議 東　京　都
25日（金） 全国漁業協同組合連合会　臨時総会 東　京　都
29日（火） 本会理事会 青　森　市

４月 事　　　　項 場　所
8日（金） 青森県漁協専務参事会　通常総会 青　森　市
8日（金） 青森海藻干魚会　通常総会 青　森　市
15日（金） 有害生物漁業被害防止検討委員会 東　京　都
20日（水） 水産業競争力強化・漁船導入緊急支援事業説明会 東　京　都
22日（金） 青森県昆布協会　通常総会 函　館　市
27日（水） 本会理事会 青　森　市
27日（水）～28日（木）本会監事会、監査会 青　森　市



あおもり漁連

12

６月 事　　　　項 場　所
1日（水） 青森県ほたて流通振興協会　通常総会 青　森　市
7日（火） （公社）青森県栽培漁業振興協会　定時社員総会 青　森　市
9日（木） 青森県漁業環境保全協会　通常総会 青　森　市
9日（木） 青森県魚市場協会　通常総会 青　森　市
10日（金） 太平洋クロマグロの資源管理に関する青森県全体会議 青　森　市
17日（金） 青森県信用漁業協同組合連合会　通常総会 青　森　市
17日（金） 青森県漁業共済組合　通常総会 青　森　市
20日（月） 本会通常総会・理事会・監事会 青　森　市
20日（月） 青森県漁業経営安定対策本部　通常総会 青　森　市
21日（火） 全国漁青連　通常総会 東　京　都
21日（火） 青森県ＪＦ共済推進本部　定例総会 青　森　市
21日（火） 青森県漁業信用基金協会　通常総会 青　森　市
23日（木） 全国漁業協同組合連合会　通常総会 東　京　都
23日（木） むつ湾漁業青色申告会連合会　通常総会・創立40周年式典 青　森　市
29日（水） 青森県新漁業協同組合運動協議会　協議会 青　森　市
29日（水） （公社）青森県漁協経営安定対策協会　通常総会 青　森　市

７月 事　　　　項 場　所
15日（金） （一社）日本定置漁業協会　通常総会 東　京　都
15日（金） ほたて供養祭 平　内　町
15日（金） むつ湾漁業振興会　通常総会 青　森　市
21日（木） 青森県さけます増殖流通振興協会　通常総会 青　森　市
30日（土） 海難防止技術競技会　日本海・陸奥湾大会 青　森　市

５月 事　　　　項 場　所
10日（火） （一社）青森県ほたて漁業振興基金　通常総会 青　森　市
10日（火） 漁連（県漁協）・信漁連会長ブロック会議 東　京　都
12日（木） 水産業競争力強化・漁船導入緊急支援事業（漁船リース事業）説明会 青　森　市
17日（火） 太平洋クロマグロ資源管理に係る今後の進め方に関する説明会 青　森　市
18日（水） 青森県東部海域漁業協議会　通常総会 青　森　市
18日（水） 青森県小型いか釣漁業協議会　通常総会 青　森　市
20日（金） 本会理事会・監事会 青　森　市
20日（金） 本会業務部担当理事会 青　森　市
25日（水） 青森県漁協組合長会議 青　森　市
26日（木） 青森県漁船保険組合　通常総代会 青　森　市
27日（金） （一社）青森県漁港漁場協会　定時総会 青　森　市
27日（金） （一社）青森県水産振興会　通常総会 青　森　市
27日（金） 青森県漁船海難防止・水難救済会　通常総会 青　森　市
31日（火） 青森県漁場監視団連合会　通常総会 青　森　市
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